
 

令和元年度「東北農業試験研究推進会議 作物生産推進部会 直播研究会・ 

水稲直播等低コスト技術現地検討会（岩手県会場）」開催要領 

 

                    東北農業試験研究推進会議 作物生産推進部会長 

                            農研機構東北農業研究センター 

                            水田作研究領域長  石井 卓朗 

                      東北地域土地利用型作物安定生産推進協議会 

 

１．趣旨 

水稲直播等栽培は、稲作の低コスト化を図る上で重要な技術というだけでなく、作期分

散による経営規模の拡大、経営の複合化による所得向上、経営の高度化を図っていく上に

おいても、導入すべき技術である。特に、「飼料用米・ＷＣＳ用稲・米粉用米・輸出用米」

などの新規需要米や加工用米など原料米の生産に当たっては、収量の飛躍的向上と併せて、

直播栽培導入等によるコスト削減が求められているところである。 

このように、東北地域における直播栽培等への期待が高まる中、栽培技術等の一層の普

及・拡大を図っていくためには、直播栽培を取り込んだ輪作体系の確立をはじめ、収益性

の確保に向けた様々な課題の解決を図って行く必要がある。 

このような状況を踏まえ、東北管内における直播栽培等の普及推進、輪作体系の構築を

図って行く上での課題や、これらの解決に向けた技術開発、普及推進の方法等を検討する

ため、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構東北農業研究センターと東北地

域土地利用型作物安定生産推進協議会共催による直播研究会並びに低コスト技術現地検討

会を開催する。 

 

２．主催 

東北農業試験研究推進会議作物生産推進部会、東北地域土地利用型作物安定生産推進協議会 

 

３．開催日時 令和元年 8月 21日（水）12:30～22日（木）11:45 

 

４．開催場所 

１）現地調査：無コーティング種子代かき同時浅層土中播種圃場、「銀河のしずく」鉄コー

ティング湛水直播圃場（矢巾町）、乾田直播圃場、「鉄黒コート」直播圃場（紫波町） 

２）検討会議：いわて県民情報交流センター アイーナ会議室８０４Ａ 

              （〒020-0045 岩手県盛岡市盛岡駅西通 1 丁目 7 番 1 号） 

５．日程 

１）現地調査（1日目 12:30～17:15）   

12:30 東北農業研究センター（事業用車等の駐車） 

 ↓  ≪借り上げバスにて移動≫ 

13:00 盛岡駅西口バスターミナル          参考：新幹線上り 12:17着 

                              新幹線下り 12:33着 



 ↓  ≪借り上げバスにて移動≫ 

13:30～14:15 無コーティング種子代かき同時浅層土中播種圃場（矢巾町） 

 ↓ 

14:20～14:40 「銀河のしずく」鉄コーティング湛水直播圃場（矢巾町） 

 ↓ 

15:10～15:20 休憩（道の駅 石鳥谷） 

 ↓ 

15:30～16:00 乾田直播圃場（紫波町） 

 ↓ 

16:10～16:30 「鉄黒コート」直播圃場（紫波町） 

 ↓ 

17:20 東北農業研究センター 

 ↓ 

17:40 盛岡駅西口バスターミナル 

 ↓ 

17:45 ホテルエース盛岡 

 

18:30 情報交換会（ホテルエース盛岡） 

 

２）検討会議（2日目 9:15～11:45） 

 （１）各県における水稲直播栽培等の導入状況と推進方向 

（２）試験研究及び技術等に関する情報提供 

   「米の生産コスト低減に向けた現状と課題について」（農林水産省） 

「岩手県における水稲直播栽培の実施状況」（岩手県） 

「初冬播きによる超省力化水稲栽培技術」（岩手大学） 

（３）総合討議 

（４）その他 

 

６．参集範囲等（参集予定人員１００名程度） 

国立研究開発法人および公設試験研究機関、農林水産省政策統括官付穀物課、東

北農政局、県行政・普及部局、大学、生産者、ＪＡ関係者、流通業者、水稲直播研

究会、「知」の集積と活用の場「東北農業のイノベーション技術創造」研究開発プ

ラットフォーム会員、その他運営責任者が必要と認める者 

 

７．その他 

  〇参加申込み 

   【各  県】各県内の参加者（関係機関、生産者、JA関係者、流通業者等）を別紙に

取りまとめ、８月１６日（金）まで Eメール又は FAXにより下記事務局

（東北農政局生産部生産振興課）あて報告する。 

   【各県以外】機関毎に別紙に参加者を取りまとめ、８月１６日（金）まで Eメール又は



FAXにより下記事務局（東北農政局生産部生産振興課）あて報告する。 

  〇作成資料は、各機関毎に別添資料作成要領を参照のこと。 

  〇現地調査終了後、情報交換会を行う。 

  〇宿泊場所は、参加者各自で申し込むこととする。 

 

８．事務局（問い合わせ先） 

  １）東北地域土地利用型作物安定生産推進協議会事務局【参加申込先】 

    東北農政局生産部生産振興課内 

    担当：笹木聖寿、高橋弘貴 

    住所：仙台市青葉区本町３－３－１（仙台合同庁舎 A棟） 

    TEL：022-263-1111（内線 4282、4087） FAX：022-217-4180 

    E-mail：seitoshi_sasaki980@maff.go.jp（笹木） 

koki_takahashi470@maff.go.jp（高橋） 

 

  ２）東北農業試験研究推進会議作物生産推進部会直播研究会事務局 

    農研機構東北農業研究センター水田作研究領域水田作グループ 

担当：古畑昌巳 

住所：秋田県大仙市四ツ屋字下古道３ 

TEL：0187-66-2772 FAX：0187-66-2639 

E-mail：furuhata@affrc.go.jp 


